
３．今後について 

（１）旦過市場の再整備について 

基本計画でまとめた検討課題を踏まえて、今年度も、準備委員会による 

事業化に向けた検討を継続します。 

■検討事項 

①市場全体の合意形成  

市場全体の合意形成に向けて、土地・建物所有者を含む市場関係者 

（約220名）を対象とした地権者個別の意向調査を実施します。 

②事業化に向けた検討 

資金計画 

・基本計画で試算した想定賃料を下げるため、公的補助 

金や融資制度の活用など、より具体的な資金計画に 

ついて検討します。 

施設配置 

計画 

・基本計画でまとめた検討課題（地区内ローリング案に 

よる仮移転、各店舗の倉庫ニーズや2階の活用方法等） 

について、各店舗の意向を踏まえながら、具体的に 

検討を進めます。 

・核店舗となるスーパーマーケットや魅力を高める 

各種施設の配置計画や規模など、詳細な施設配置 

計画について検討します。 

事業化組織

の設立 

・資金計画の検討とあわせて、公的機関や銀行等と 

具体的な協議を進め、事業化組織の早期設立を 

目指します。 
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（２）神嶽川改修工事について（市場対岸の護岸工事） 

平成27年度は、平成26年3月に崩落した箇所を含む約80mの 

護岸工事を実施しました。今年度も、老朽化した護岸の補強を図るため、 

１０月以降に護岸工事を実施します
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